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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期第３四半期  6,183  △17.4  159  △15.0  166  △23.2  158  △30.4

24年３月期第３四半期  7,485  △0.7  187  221.4  217  236.5  228  －

（注）包括利益 25年３月期第３四半期 173百万円（ ％） △27.5   24年３月期第３四半期 239百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期第３四半期  2,529.28  2,519.05

24年３月期第３四半期  3,648.09  3,622.32

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

25年３月期第３四半期  6,266  5,366  85.5

24年３月期  6,208  5,186  83.5

（参考）自己資本 25年３月期第３四半期 5,358百万円   24年３月期 5,182百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年３月期  － 0.00 － 0.00  0.00

25年３月期  － 0.00 －    

25年３月期（予想）      1,500.00  1,500.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  8,700  △12.3  520  52.7  550  40.8  500  43.4  7,956.83

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳

細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期３Ｑ 63,070株 24年３月期 62,586株

②  期末自己株式数 25年３月期３Ｑ 8株 24年３月期 8株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期３Ｑ 62,766株 24年３月期３Ｑ 62,555株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

売上高 

 当第３四半期連結累計期間（４－12月）の売上高は、前年同期比17.4％減の6,183百万円となりました。ブロード

バンド事業の減収が主な要因（後述）となりますが、広告・課金事業においても、広告販売は堅調な推移を維持しつ

つも、音楽系サービスが減収になるなど、当期は力強さに欠ける結果となりました。 

 商品力の強化、事業モデルの転換が課題であり、当期は期初より将来の成長の布石となる戦略的な取り組みを進め

て参りました。インドネシアにて現地の有力財閥企業と提携し、ポイントプログラムサービスを開始したほか、アジ

ア展開の拠点とすべくフィリピンに現地法人を設立しました。また、合弁によるエンターテインメント事業の強化に

も着手しました。 

 広告・課金事業につきましては、リスティング広告による収入が減少しましたが、利益率の高いディスプレー広告

は前年同期を上回る販売を維持することができました。課金コンテンツでは、「電話占い」や有料のスマートフォン

アプリが売上を伸ばしたものの、音楽系サービスが伸び悩み、減収要因となりました。これらの結果、当報告セグメ

ントの売上高は前年同期比7.8％減の3,698百万円となりました。 

 ブロードバンド事業につきましては、従来はＮＴＴの回線サービス「Ｂフレッツ」と当社のプロバイダーサービス

をセットで販売する料金プランが売上の大半を占めておりましたが、一昨年度よりＮＴＴ側において当社のプロバイ

ダーサービスを取り扱うサービスが開始されたことに伴い、プロバイダーサービス料金のみが売上に計上される販売

へのシフトが加速しております。この結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比28.4％減の2,484百万円となり

ました。 

  

営業利益 

 当第３四半期連結累計期間の営業利益は前年同期比15.0％減の159百万円となりました。販売費及び一般管理費が

減少（前年同期比7.6％減の2,653百万円）したものの、売上総利益減少の影響（前年同期比8.0％減の2,813百万円）

を補うには至りませんでした。広告・課金事業は増益となりましたが、ブロードバンド事業の減益及び、海外展開や

合弁事業等の先行投資的費用を含む全社費用の増加が利益を抑える要因となりました。 

 セグメント別では、広告・課金事業のセグメント利益（営業利益）は、前年同期比14.8％増の564百万円となりま

した。売上高が減少する中、利益率の高いディスプレー広告の販売増や安定した課金サービスに支えられ、また、販

売費及び一般管理費の削減により増益を達成いたしました。 

 ブロードバンド事業のセグメント利益は、前年同期比30.1％減の147百万円となりました。通信系サービスのライ

ンナップを拡充するため、当期よりモバイル用のデータ通信端末やカードの取り扱いを新たに開始いたしました。こ

れに伴い、この新規事業に係る費用が先行したほか、プロバイダーをはじめとする通信系サービスとの関連が低くな

りつつある一部周辺サービスを終了したことにより減益となりました。 

  

報告セグメントごとの売上高及び営業利益 

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 
増減額 

売上高:  

 広告・課金事業  4,013  3,698 △314 

 ブロードバンド事業  3,471  2,484 △987 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  7,485  6,183 △1,301 

   

セグメント利益（営業利益）:  

 広告・課金事業  491  564 ＋72 

 ブロードバンド事業  210  147 △63 

 調整額（管理部門の費用等）  △515  △552 △37 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  187  159 △28 



    

四半期純利益 

 当第３四半期連結累計期間の営業外収益は前年同期比67.7％減の10百万円となりました。持分法による投資損益

が、前年同期は14百万円の利益計上でしたが、当期は1百万円の損失となりました。これらの結果、四半期純利益

は、前年同期比30.4％減の158百万円となりました。 

      

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年11月８日に発表しました「平成25年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載の通期

の連結業績予想に変更はありません。 

 事業戦略の進捗は、期初計画の一部（ソーシャルサービスとの連携、キラーコンテンツの開拓等）で十分に推進

しきれていない局面があるものの、スマートフォン向け広告の商品化や海外展開への取り組みでは着実な進展を図

ることができました。残す第４四半期連結会計期間（１－３月）におきましては、年度末の需要増を確実に収益に

つなげることで、通期の業績計画に近い水準を達成できる見込みであります。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりましたが、より

合理的かつ正確に算定を行うため、第１四半期連結会計期間より年度の決算と同様の方法で計算する方法に変

更しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっており

ますが、当該会計方針の変更の遡及適用による前第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

   

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,143,835 1,161,796

売掛金 1,735,452 1,368,416

貯蔵品 1,279 535

関係会社預け金 2,806,581 3,109,379

その他 51,107 75,613

貸倒引当金 △3,079 △4,676

流動資産合計 5,735,176 5,711,065

固定資産   

有形固定資産 55,719 107,941

無形固定資産 71,900 107,845

投資その他の資産   

投資有価証券 269,186 268,323

その他 131,332 126,408

貸倒引当金 △54,542 △54,908

投資その他の資産合計 345,976 339,823

固定資産合計 473,596 555,610

資産合計 6,208,772 6,266,675

負債の部   

流動負債   

買掛金 516,046 378,149

リース債務 20,337 2,738

未払法人税等 17,977 9,098

引当金 99,468 80,114

その他 354,782 413,754

流動負債合計 1,008,613 883,855

固定負債   

リース債務 1,730 1,032

繰延税金負債 12,138 15,644

固定負債合計 13,869 16,677

負債合計 1,022,482 900,532

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,233,997 3,237,682

資本剰余金 3,654,878 1,888,413

利益剰余金 △1,723,384 205,520

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 5,160,662 5,326,786

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,920 28,250

為替換算調整勘定 － 3,220

その他の包括利益累計額合計 21,920 31,470

新株予約権 3,706 －

少数株主持分 0 7,885

純資産合計 5,186,290 5,366,142

負債純資産合計 6,208,772 6,266,675



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 7,485,009 6,183,167

売上原価 4,425,570 3,369,860

売上総利益 3,059,438 2,813,306

販売費及び一般管理費 2,871,792 2,653,794

営業利益 187,645 159,512

営業外収益   

受取利息 10,280 4,230

受取配当金 4,003 4,833

持分法による投資利益 14,092 －

その他 3,226 1,150

営業外収益合計 31,603 10,214

営業外費用   

支払利息 1,577 272

持分法による投資損失 － 1,960

その他 443 655

営業外費用合計 2,020 2,888

経常利益 217,228 166,837

特別利益   

敷金及び保証金清算益 16,296 －

新株予約権戻入益 － 3,706

特別利益合計 16,296 3,706

特別損失   

固定資産除却損 741 －

特別損失合計 741 －

税金等調整前四半期純利益 232,784 170,544

法人税、住民税及び事業税 4,574 7,086

法人税等合計 4,574 7,086

少数株主損益調整前四半期純利益 228,210 163,457

少数株主利益 － 4,704

四半期純利益 228,210 158,753



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 228,210 163,457

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 10,824 6,329

為替換算調整勘定 － 3,565

その他の包括利益合計 10,824 9,894

四半期包括利益 239,034 173,352

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 239,034 168,303

少数株主に係る四半期包括利益 － 5,049



該当事項はありません。 

  

  

 当社は、平成24年６月26日開催の第15期定時株主総会の決議により、資本準備金を 千円を減少さ

せ、その他資本剰余金に振り替えました。また、利益準備金 千円及びその他資本剰余金 千円を

繰越利益剰余金に振り替え、欠損補填を行いました。この結果、資本剰余金が 千円減少し、利益剰余

金が 千円増加しております。 

  

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３.会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び国内連結子会

社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。当該変更による、

各報告セグメントのセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

1,635,269

8,604 1,770,151

1,770,151

1,770,151

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  4,013,174  3,471,834  7,485,009 －  7,485,009

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  4,013,174  3,471,834  7,485,009 －  7,485,009

セグメント利益  491,791  210,931  702,723  △515,077  187,645

△515,077 △515,077

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  3,698,832  2,484,334  6,183,167 －  6,183,167

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  3,698,832  2,484,334  6,183,167 －  6,183,167

セグメント利益  564,633  147,472  712,105  △552,593  159,512

△552,593 △552,593
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